
（公表様式） №３２

指定管理者が行う業務

Ｈ １８年度実績（人） Ｈ１９年度計画（人） Ｈ１９年度実績（人） Ｈ２０年度目標（人）

公園利用者数 131,100 135,000 268,300 223,800

デイキャンプ場利用者数 2,604 - 1,603 -

Ｈ１９年度計画額（円） Ｈ１９年度実績額（円） 差額（計画額ー実績額）（円） Ｈ２０年度計画額（円）

利用料金収入

指定管理料 67,009,000 67,009,000 0 67,009,000

その他収入 0 0 0 3,887,000

計 67,009,000 67,009,000 0 70,896,000

67,009,000 63,879,003 3,129,997 67,597,000

0 3,129,997 3,299,000

施設の使命・役割（運営目標）

以下に掲げる都市公園としての機能を発揮すること。
　　・遊び、憩いの場を提供すること
　　・防災拠点としての機能を発揮していくこと。
　　・良好な緑地景観、環境を提供すること。
　　・歴史文化を学ぶ場を提供すること。

運営業務の評価

指定管理者の自己評価 施設所管課の評価・指導内容

利用者のニーズに添った、安全で快適な環境を提供する
と共に効率的な運営を行った。

業務計画書に基づき適切な運営が行われていた。
公園利用者に対し、より安全で快適な環境を提供できるよ
うな管理運営をし、利用者の増加に努めること。
公園の特色を生かした利用促進に努めること。

維持管理業務の評価

指定管理者の自己評価 施設所管課の評価・指導内容

利用者のニーズに添った安全で快適な環境を提供すると
ともに、効率的な維持管理に努めた。

概ね、業務計画書のとおり日常点検、定期点検が行わ
れ、適切に維持管理が行われていた。

満足度評価値は１００％と非常に高い。
公園南部は、地域住民の利用が多く都市公園としての機
能を十分に発揮している。
住民のニーズに応えられるよう維持管理を行っていくこと。
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①　施設、備品の管理運営業務
②　施設（緑地を含む）・設備の維持管理業務
③　県が実施するイベント等への協力

指定管理者の自己評価 施設所管課の評価・指導内容

ゴールデンウィークや夏休み等を中心に多くの、家族、子
どもクラブなどに利用された。
バーベキュー場については、団体利用者の減少から前年
度実績を下回った。

１９年度は考古博物館において特別企画展「ナスカ展」が
開催されたことに伴い公園利用者が増加した。
公園やバーベキュー場の広報活動を強化し利用促進に努
めること。

指定管理者の自己評価 施設所管課の評価・指導内容

満足度

指定管理者施設の管理運営状況評価（モニタリング）結果（平成１９年度事業分）

曽根丘陵公園

（財）山梨県公園公社

平成１８年４月１日～平成２１年３月３１日

施設名

指定管理者

指定期間

総合的な評価及び改善事項

業務計画書のとおり日常点検、定期点検が行われ、園内において事故発生がなく適切に管理運営が行われているこ
とは評価できる。
公園利用者に対し、より安全で快適な環境を提供できるような管理運営をし、利用促進に努めること。
H20年度で指定管理期間が終了するので、次期管理者に円滑な引継ぎができるよう努めること。

支出

収入

施設所管課の評価

消耗品、需用費は３公園管理により節約がされていた。
全体支出が抑えられていることは評価できる。

施設の運営目標の達成状況
公園利用者数が増加するとともに、安全で快適な環境を提供し、都市公園の機能充実に努める事ができたことにより
概ね目標は達成できた。

指定管理者の自己評価

３公園管理で、消耗品費、需用費等において節約し適正な
支出を行った。

自主事業の評価

評価 公園南部は地元在住の利用者が大多数なので、地域住
民の憩い・安らぎの場として成功している。

利
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利用者の声

○総合満足度　　 満足９４％・普通６％
○満足度評価値=94/94=１００％
　　植物の状態　　満足７０％・普通３０％
　　園路の歩きやすさ　　満足５５％・普通４５％
　　職員の対応　　良い６０％・普通４０％

ウォーキングに最適。
遊具が多くまた利用したい。
アクセス道路がわかりづらい。

指定管理者の自己評価 施設所管課の評価・指導内容


